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木曽川 で 〇〇狩り 
 『あいさい通信』もおかげさまで４年目に

入りました。ただ、新しいネタを探すのが大

変になってきました。そこで食欲の秋、以前

から気になっていましたが、この季節、葛木

港など木曽川河川敷には、自生した大木に５

㎝程の少し尖った大きな丸い実が 10個程かた

まってぶら下がっています（写真）。胡桃（ク

ルミ）です。胡桃は北半球の温帯地域に広く

分布していますが、日本に自生している胡桃

の大半はオニグルミという、核がゴツゴツと

して非常に硬く、種子（仁）が取り出しにく

い野生種です。 

胡桃は、紀元前 7000 年前から人類が食用にしていたとも言われ、日本でも縄文時代から出土例

があります。現在は品種改良も進み、栄養価が高いと注目されている食材で、仙台市の「胡桃柚餅

子（くるみゆべし）」など加工品として名物となっているものもあります。 

欧米では、古くから虫害に強く収量が多い品種に改良され、また、核が非常に硬く簡単には食べ

られないため、核を割る専用の胡桃割り器、胡桃割り人形（ナッツクラッカー）があります。 

また、欧米では、胡桃の重堅で加工しやすいという木質（ウォルナット）に人気があり、高級家

具などに用いられています。また、堅い核は自然素材としてアート作品の材料にもなります。 

食欲の秋は芸術の秋でもあります。なお、木曽川河川敷の胡桃は自生のものです。採取は自由で

すが、採取時に樹から滑落したり、毒虫に刺されたりする危険もあります。十分に注意して自己責

任で行動下さい。 

清流 長良川 と 愛西市 
長良川は、岐阜県郡上市にある大日ヶ岳（標高 1709ｍ）に源を発し、伊勢湾に注ぐ木曽川水系

の一級河川です。かつては下流域で木曽川・揖斐川と合流・分流を繰り返していましたが、明治時

代の木曽三川分流工事により、現在は堤防によって流路が分けられています。しかし、現在も河川

法上では、木曽川の支流（木曽川水系）という扱いになっています。 （２頁に続く） 
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←太平洋（長良川） 日本海（庄川）→ 

清流 長良川 と 愛西市 

 今号で長良川を紹介したのは、「明

治時代の木曽三川分流工事によって、

愛知・岐阜県境と、木曽・長良川流路

との間にズレが生じ、長良川が愛知県

に接している」と毎日新聞で報道され、

愛西市観光協会へ岐阜市の方から問

い合わせがあったためです。その方は、

愛知県が長良川に接しているという

事実から、愛西市に興味を持ったそう

です。一般的にも、愛知県の最西端、

愛西市が長良川に接していることを知っている人は少ないと思いますが、同様に、愛西市民も長良

川の流域について知ることも必要かと思います。 

ということで、木曽川の支流とはいえ、長良川は幹川流路延長 166km、流域面積 1,985km2の大河

で、郡上市、美濃市、関市、岐阜市などを貫いて流れています。清流として有名で、柿田川、四万

十川と共に日本三大清流のひとつとされ、中流域が 1985（昭和 60）年に環境庁（現・環境省）の

「名水百選」に選定されています。 

長良川の源流には、国道 156 線の蛭ヶ野峠に面した「分水嶺公園」という興味深い場所がありま

す。この峠は標高約 875ｍで、大日ヶ岳から流れてきた水は、この峠にある湿原を分水嶺として太

平洋側への長良川と日本海側への庄川とに分かれて流れていきます。分水嶺公園には、水が南北に

分かれる様子が一目でわかるように整備（上写真）されており、春に可憐なカタクリや水芭蕉など

の山野草が見られます。もちろん、秋の紅葉も見事です。 

また、厳密には、長良川は河口堰で揖斐川との堤防がなくなる（揖斐川と合流する）ため、揖斐

川として伊勢湾に注いでいます。 

 一方、大日ヶ岳は、石川・福井・岐阜県の県境に位置する白山（標高 2,702ｍ）に連なる山であ

り、長良川の流路は、白山山頂にある白山比咩神社の奥宮に続く白山信仰の道筋（美濃禅定道）と

もなります。このため、愛西市近郊にも白山社など末社がたくさんあり、また、白山信仰には、神

仏習合時代の名残として十一面観音信仰や虚空蔵菩薩信仰があり、愛西市近郊の蟹江町の龍照院、

名古屋市中川区の荒子観音寺など十一面観音を祀る古寺がありま

す（愛西市に十一面観音、虚空蔵菩薩を祀る寺院はありません）。 

 江戸時代の僧・円空は、白山信仰の影響を受けていますので、

円空仏がある神社仏閣は、この白山信仰の道筋と重なります。円

空は微笑みの仏像として知られる円空仏を全国に残していますが、

板取川沿いの関市洞戸にある高賀神社の関市洞戸円空記念館には、

円空の傑作（写真は洞戸円空記念館所蔵の十一面観音像他）がた

くさん展示されています。ここは、盗難防止のため公開が少なく

なった円空仏が常設されて鑑賞できる貴重な資料館です。 

なお、円空仏は愛西市にもあり、鵜多須町の薬師堂では 10 月８

日（日）19 時から御仏事があります。 
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よこい しょういち さん 
 9 月 10 日（日）愛西市中央図書館で、手作り切り絵紙

芝居『よこいしょういちさん』の作者・亀山永子氏によ

る読み聞かせがあり、たくさんの方が聴講され好評でし

た。講演会では、図書館が今回入手した古い雑誌の付録

に付いていた横井正一氏の生声が録音されたソノシート

なども紹介されました。 

 横井正一氏（1915～1997 年）は、海部郡佐織村（現・

愛西市）で生まれ、母の再婚先であった津島市で育ちま

した。第２次世界大戦に伴い招集されてグアム島で終戦

を迎えますが、終戦後もジャングルに隠れていました。

1972（昭和 47）年、現地の人に見つかり日本へ帰国し、羽田空港に到着した時の「恥ずかしなが

ら帰ってまいりました」は当時の流行語となりました。帰国後は名古屋市中川区富田町で生活され

ましたが、帰国された頃は、まさにオイルショックの時代であり、グアム島でのサバイバル生活が

人々の関心を集めました。 

 このたび、亀山氏は、横井氏を独自に調査され、横井氏の生涯を通して戦争の苦難と平和への願

いを紙芝居に描いています。作成された紙芝居の絵本は、横井氏に関わりがある愛西・津島・名古

屋市の各図書館他に寄贈され、自由に閲覧できます。 

 

秋まつり と 伊勢大神楽 
 10 月の第 1・第 2 日曜日、佐屋地

区では、それぞれの町内の氏神社で

秋まつりが盛大に開催されています。

その中で注目されるのは西保町の祭

で、今年は 10 月 8 日（日）に伊勢大

神楽（いせだいかぐら）の一部が奉

納されます。 

伊勢大神楽は、獅子舞を舞いなが

ら諸国を巡り、かつては伊勢神宮、

現在は伊勢大神楽講社の神札を配布

してまわる神楽師のことを指します

が、広義には彼らが披露する芸能の

総称でもあります。その本拠地は、三重県桑名市太夫にある増田神社で、全家元が帰還して総舞を

毎年 12 月 24 日に奉納しています。（注：写真の総舞は増田神社で撮影したもので、西保町では見

られません）伊勢大神楽は、1954（昭和 29）年に三重県の文化財に指定され、1981（昭和 56）年

に国の重要無形民俗文化財に指定されています。 

 10 月の第 1・第 2日曜日には、愛西市佐屋地区で開催されている秋まつりも見学下さい。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8D%85%E5%AD%90%E8%88%9E
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8D%E8%A6%81%E7%84%A1%E5%BD%A2%E6%B0%91%E4%BF%97%E6%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1
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～ 愛西市周辺の観光 今後の予定 ～ 

１０月 １日（日） 秋まつり（大井町他）、 市民体育大会（佐織会場・八開会場） 

           福祉まつり・愛西の里まつり（主催：市社会福祉協議会） 

     ７日（土） 国営木曽三川公園開園 30 周年記念式典（木曽三川公園センター） 

     ８日（日） 秋まつり（西保町他）、 鵜戸川釣り大会（問合先：愛西市土木課） 

           市民体育大会（立田会場）、 薬師堂御仏事（鵜多須町） 

    １１日（水） 蓮台手芸教室（愛西市観光協会主催、於：道の駅立田ふれあいの里） 

    １５日（日） 愛西市スポーツフェスティバル（親水公園） 

    ２１日（土）・２２日（日） ご当地キャラ博 in 彦根 

    ２９日（日） カラフルかめちゃんを作ろう 手芸教室（愛西市中央図書館主催） 

 １１月 ４日（土）・ ５日（日） 愛西市文化祭（佐屋会場、佐織会場） 

     ５日（日） 愛西市商工まつり（佐屋会場、佐織会場） 

７日（火） 木曽三川下流地区広域観光連携協議会（於：愛西市） 

    １０日（金） 木曽川下流域合同観光物産展（於：名古屋 金山総合駅） 

１２日（日）・２６日（日） レンコン掘り体験（観光協会主催、於：森川花はす田） 

    １８日（土）・１９日（日） ゆるキャラグランプリ 2017in ナガシマリゾート 

    １９日（日） 歴史・文化講座 歴史散策（愛西市中央図書館主催） 

    １９日（日） 木曽三川公園 リレーマラソン 

    ２３日（木・祝） 津島法人会 ねんぐ村（於：甚目寺総合体育館） 

Ｖ Ｇ １０月 定 例 会 の 予 定 

集合時間：１０月１５日（日）９時～    集合場所：愛西市文化会館 

  内  容：２０１７年度の事業について 

 

◇９月定例会（９月１７日（日）９時～１１時、於：愛西市文化会館、２５人出席）議事録 

 １）秋の催事について 

  ●木曽三川下流地区広域観光連携協議会、愛西市中央図書館主催の歴史散策について日程と 

内容を説明し協力者を確認しました。詳細は 10 月定例会にて再調整します。 

  ●木曽三川ミズベリング協議会、鵜戸川釣り大会、蓮台手芸教室、ご当地キャラ博・彦根、 

ゆるキャラグランプリ・長島、木曽川下流域合同観光物産展、 

レンコン掘り体験、ねんぐ村 の日程を説明し、協力依頼 

されている催事については協力者を決めました。 

11 月開催催事については、10 月定例会で再確認します。 

２）その他の報告・連絡事項 

  ●愛西市フィールドワークの参加結果を報告しました。 

  ●第２回研修旅行の見学候補の希望地を確認しました。 

  ●伊勢大神楽、薬師堂御仏事について案内しました。 

●津島秋まつり関連催事、愛西市の「健康なまち 

づくり事業」他を案内しました。 


